
鳥取県立船上山少年自然の家 主催事業 

 

令和２年度「船上山クラフト祭り」実施報告書 

 

Ⅰ 事業の概要 

１ 期 日    令和２年１２月６日（日） 日帰り 

  

２ 日 程 

9:30 

10:00 

10:15 

10:30 

 

 

12:00 

 

15:00 

受付・集金・しおりに名前記入・休憩（レクホール） 

出会いのつどい（レクホール） 

スタートゲーム 

クラフト作成開始 （以下のものをそれぞれ１人１点ずつ作ることができます。） 

☆キーホルダー、マグネット                    ☆メモクリップ、自由工作 

☆森のマイスプーン or フォーク、コリントゲーム    ☆まつぼっくりツリー、クリスマスリース 

各自昼食（おにぎり弁当） 

クラフト作成終了後、各自解散 

終了 

 

３ 趣 旨 

・ 自然物を使った工作をとおして、親子の絆を深めるとともに、船上山の自然に興味や関心を持つ。 

 

４ 対 象     小・中学生とその保護者（募集定員１６組） 

 

５ 応募者数    １２組 ２９名 

 

６ 当日参加者数  １１組 ２７名（キャンセル１組） 

 

７ 参 加 費    １人 １，１００円 

 

８ ボランティアスタッフ  ８名（元学生ボランティア３名、元職員４名、 

大山青年の家職員１名） 

 

Ⅱ 実施状況 

出会いのつどいは、家族ごとに集まっていただき、家族間の距離を約２ｍ確保して

実施した。はじめに、各コーナーの定員を２家族とすること、昼食は一斉ではないこ

と、別れのつどいを実施しないこと、作品の持ち帰り方など、全体の流れを説明

した。そして、作品づくりを安全に行うために、キリ・小刀・剪定ばさみの扱い方を実演

し、グルーガンの使い方をスライドショーで示した。 

出会いのつどい後、最初に取りかかるコーナーを決めるためのスタートゲーム、ヒ

ューストンを行った。すぐにクリアできた家族もあれば、割りばしがボトルになかなか

入らない家族もあり、「がんばれ！」と親子で励まし合う姿が見られた。スタートゲーム

を終えて、参加者もスタッフもそれぞれのコーナーに分かれ、作品づくりがスタート



した。 

体育館には、キーホルダー、マグネット、メモクリップ、自由工作コーナーを設定

し、素材の自然物は体育館中央に並べた。キーホルダーコーナーではキリを扱う

のは大人のみとし、安全対策のために革手袋も用意した。自由工作では、長い

時間かけて大作をつくられた親子もあり、満足そうな笑顔が見られた。 

小研修室には、森のマイスプーン or フォーク、コリントゲームコーナーを設定し

た。コリントゲームはとても時間がかかり、途中から３家族まで同時に活動できる

ように変更して対応した。 

レクリエーションホールには、まつぼっくりツリー、クリスマスリースコーナーを設

定し、クリスマスリースコーナーには、クラフト祭り限定スペシャル素材として、コウ

ヨウザン、カラマツ、ニオイヒバ、アスナロを準備した。 

昼食は作業の合間に、家族ごとに摂っていただいた。食堂には温かいお茶を用意

し、穏やかなBGMを流して、くつろげる雰囲気を作った。 

どの作品コーナーでも親子で楽しむ姿が見られた。作品づくりに没頭する親

御さんの姿や、子どもたちの自由な発想にスタッフも驚いていた。 

終了予定時刻を少し過ぎた１５時２０分に、最後まで作品づくりに集中されて

いた家族が満足そうな様子で帰られ、なごやかな雰囲気でクラフト祭りを終える

ことができた。 

 

Ⅲ 総 括 

１ アンケート結果 

《参加者の満足度》 （参加者１１組３９名 組ごとにアンケート 回収率１００％） 

事業全体の満足度は、１１組すべてが「満足」と回答。 

 

《参加者の感想》（抜粋） 

・ コロナ禍でなかなか思うように遊べず、家で過ごしてしまうこともあり、このような体験ができたのは良かったです。 

・ 子どもほったらかしで大人が楽しんでいました。大人が安心して作れるほど、職員・スタッフのサポートがあったのだ

と思います。親子でとっても楽しめました。 

・ 初めて参加させていただきまして、娘も私も大変楽しませていただきました。工作が好きな娘は大満足でした。特に自

由に作れるところが良かったようです。スタッフの皆さんも明るく、温かくお声をかけて下さり、感謝しております。 

 

２ 成 果 

・ スタッフ総勢１３名に対して、１１組３９名と少なめの参加者だったが。その分、細やかなサポートができて良かった。 

・ 事前準備を丁寧にしたことで、密を避けて、家族ごとに作品作りに集中してもらえる場づくりができて良かった。 

 

３ 課 題 

・ 出会いのつどいで説明した小刀の使い方は、子どもには難しかった。枝の先を机に置いてから、小刀で削る方が安

全に作業できることが分かったので、今後、職員間で共通理解していきたい。 

・ この日は穏やかな天気だったが、体育館は寒かった。参加者が作業する場所の近くにはストーブを用意したが、

スタッフは寒かった。スタッフ側の寒さ対策も必要だと考えられる。 


